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（購買力平価）は 2007年で US$1357（PENN World Tableによる）である。これは、
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の PPP per capica GDP。90年
代の平均と 2000年代の平均を
それぞれ使用。
PENN World Table, 


























































推定値 標準誤差 検定統計量 確率
1人当たり GDP90s ← きれいな水 90 48.733 13.861 3.516 ＊＊＊
人口増加 90s ← 1人当たり GDP90s .000 .000 －1.609 .108
人口増加 90s ← 女性格差（小学校への入学率）91 －.001 .004 －.230 .818
人口増加 90s ← きれいな水 90 －.009 .005 －2.020 .043
きれいな水 20 ← 人口増加 90s .703 2.061 .341 .733
きれいな水 20 ← 1人当たり GDP90s .001 .001 1.291 .197
きれいな水 20 ← きれいな水 90 .793 .061 12.932 ＊＊＊
女性格差（小学校への入学率）
99～ 2006
← 1人当たり GDP90s .005 .001 4.585 ＊＊＊
1人当たり GDP20s ← 1人当たり GDP90s 1.174 .113 10.385 ＊＊＊
1人当たり GDP20s ← きれいな水 20 65.914 13.587 4.851 ＊＊＊




－.019 .005 －3.470 ＊＊＊
人口増加 20～ ← 1人当たり GDP20s .000 .000 －2.013 .044
人口増加 20～ ← きれいな水 20 .000 .006 －.046 .964
きれいな水 20～ ← きれいな水 20 .969 .060 16.275 ＊＊＊








1人当たり GDP90s ← きれいな水 90 .469
人口増加 90s ← 1人当たり GDP90s －.245
人口増加 90s ← 女性格差（小学校への入学率）91 －.032
人口増加 90s ← きれいな水 90 －.315
きれいな水 20 ← 人口増加 90s .023
きれいな水 20 ← 1人当たり GDP90s .089
きれいな水 20 ← きれいな水 90 .903
女性格差（小学校への入学率）
99～ 2006
← 1人当たり GDP90s .587
1人当たり GDP20s ← 1人当たり GDP90s .721
1人当たり GDP20s ← きれいな水 20 .342
























意な結果が得られなかった（P 値 0.964）。しかし、「きれいな水 90s → GDP90s」






　次に「きれいな水 90→ GDP90s」「きれいな水 20→ GDP20s」を見ると、これらは共
に正の相関を表している。これはきれいな水へのアクセスの増加が 1人当たり GDPの増
加、つまり所得の増加を示している。この結果は仮説の②に反するものである。
人口増加 20～ ← きれいな水 20 －.007
きれいな水 20～ ← きれいな水 20 .967
きれいな水 20～ ← 人口増加 20～ －.047




90→きれいな水 20」「きれいな水 20→きれいな水 20～」は共に正の相関を示している。
このことから、きれいな水の開発は将来の水アクセスに対してプラスの影響を及ぼしてい
ることがわかる。これは仮説③の結果に反している。一方で「人口増加 90s→きれいな水









　このように、今回の分析からは、ボルビックの 1L for 10Lに代表されるような水開発の
取り組みは、発展途上国の持続可能な発展に対して有用であることが結論づけられる。
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